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withコロナの時代だからこそ
人と人がつながるきっかけの場をつくる
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　令和4年3月13日に、小田部公民館等
で福祉について気軽に学ぶことができる
交流イベント「福祉のつどい」が開催され
ました。
　小田部校区社協の松永マツエ会長は、
「コロナ禍の中、地域の高齢者の心身とも
に元気が失われていることを肌で感じてお
り、なんとかできないかという思いがあり
ました。また、２年間開催できなかった間
も、地域住民から『また参加したい』という
声がありました。このような中、周辺にある
医療・介護専門職のネットワーク『助っ人』
と地域の民生委員・児童委員の協力で開催
することができました。高齢者だけでなく、
地域の子どもたちともつながるきっかけに
なればと思います」と話されました。

忍者ナイン

その他の
イベント

小学生を対象に運動神経を養う
体験学習

VR（仮想現実）体験
認知症の方が見えている世界を
VRを使って体験

INBODY（体成分分析装置）
筋力量を測定、専門家が介護予防に
役立つアドバイス

小田部校区や介護に関わる「なぞ解きウォークラリー」、こんなまちにしたい「お絵かきコーナー」、介護や
免疫力UPなど役立つ話の「公開講座」、福祉用具展示、介護・育児相談コーナーなど

　無事に開催されて良かったです。福
祉の専門職が所属組織以外で活躍で
きる機会は専門職の資質や自身のモチ
ベーションの向上につながります。
　私たちも楽しみながら地域活動を行
っています。

令和３年度「福祉のつどい」令和３年度「福祉のつどい」
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髙﨑 慎介さん
（ケアマネジャー）

助っ人 　2018年から始まった”福祉のつど
い”ですが、今回コロナ禍で開催するに
あたり｢人数制限｣｢複数ブース設置｣な
どの工夫をしました。withコロナの時
代だからこそ、人と人が繋がるきっか
けの場を作っていきたい思います。山脇 健佑さん

（理学療法士）

助っ人



西新校区

飯倉中央校区

コロナに負けず頑張っています
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もしものときに安心を！校区版「安心カード」
　自宅や外出先で不測の事態が起こった際の迅速な対応への備えとして緊急
時の連絡先等を記した校区版「安心カード」を作成し、見守りボランティアや民生

委員、町内会の協力のもと全戸配布を行い
ました。また、子どもたちに地域活動を知っ
てもらうきっかけになればと小学校の協力
で全校児童にも配っています。全世代に「住
んでよかった町」を実感してもらえるような
啓発をコロナ禍の中でも心掛けています。

生活上のよろず相談会 弁護士・行政書士・社会保険労務士が対応いたします。

申込方法：新型コロナウイルス感染拡大予防のため、
　　　　   当面の間、電話による相談受付（要予約）としております。

相 談 内 容
相談できる方
開 催 日 時
会場・問合せ先
相 談 時 間

相続・遺言・生前贈与、後見制度、年金・社会保険等各種相談
早良区にお住まい、もしくは通勤・通学先が早良区の方
毎週火曜日16時～17時30分（祝日、お盆、年末年始を除く）
早良区社協事務所　TEL 832-7383
1名につき30分まで

相談無料

「西新deカフェ」でつくるつながりの輪
　令和4年2月20日に西新公民館で「西新deカフェ」が開催されました。この事業は校区内の６０才以上の方を
対象に、お茶を飲みながら楽しく会話をし、“つながり”を作ってもらうことを目的に、令和元年度から西新校区社
協が主催しています。
　令和2年度はコロナ禍のため開催を断念しましたが、今回はコロナ禍の中でも安心して参加者に楽しんでも
らおうと役員で協議を重ね、開催に至りました。当日は30名もの参加があり、ウクレレの演奏を聞きながら各テ
ーブルで会話が弾み、おみやげの軽食と社協啓発グッズ(エコバッ
ク)を手に、皆さま笑顔で帰られたのが印象的でした。

　校区社協の田中共仁子会長は「『このまち
に住んでよかった』と思ってもらうために
は、住民同士で仲良くなってもらうことが大
切。そのために楽しく集まれる機会をこれか
らも『西新deカフェ』で作っていきたい」と話
されました。西新校区では、今後も皆で“つ
ながり”の場づくりを進めていきます。

新型コロナウイルスの収束はまだ見えませんが、
工夫しながら活動されている校区社協を紹介します。

この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

福岡市社会福祉協議会作成の
カードもありますので、必要
な方は早良区社協事務所にご
相談ください。◀カードは財布などに入れていつでも身につけておく

　ことができます


